
広
報

「春遅い年ケガズ無し」の期待を込めて

「
水
」

水
素
と
酸
素
か
ら
成
る

化
合
物
。
無
色
透
明
、
無
味
無
臭

の
液
体
。
地
球
上

に
広
く
存
在
し
、

海
、
湖
沼

、
河
川

、
氷
雪
と
し
て

地

表
面

の
七
十
三
％

を
し
め
る
。

ま
た
、
雨

や
雪

と
な
っ
て
降
る
。

人

体
で
は
体
重
の
七
〇
％

を
占

め
生
命
の
維
持
に
大
切
な
役
割
を

果

た
す
。
私

た
ち
は
空
気
と
同

様

に
意
識

せ
ず
に
使
っ
て
い
る
が
、

森

を
育
て
地
下

水
を
涵

養
し
て
お

か
な
い
と
影

響
が
出

て
く
る
か
も

知

れ
な
い
。

阪

神
大
震
災

や
全
国

的
な
渇
水

に
よ
り
水
の
大
切
さ
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

蓬
田
村

も
上
水
道
事
業
を
計
画
。

人

々
が
安
心
し

て
飲

め
る
氷

を

得

る
こ
と

は
日
常
生
活

に
欠
く
こ

と

の
出
来

な
い
も
の
で
あ
り
、

村

の
総
合
的
発
展

の
基
礎

づ
く
り
を

す

る
う
え

に
も
早
期
完
成

が
望

ま

れ

る
。
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広報よもぎた

「活力ある村づくり」を目指して
農業振興・水道事業・玉松開発

平成８年度予算

21億7,700万円でスター

ト 平
成
八
年
度

施

政

方

針

村
長

八
　
戸
　

良
次
郎

国
民
共
通
の
ふ
る
里
で
あ
る
農
山
漁
村
の
健
全
な

発
展
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
今
、
食
料
の
供
給
、
水
資

源
と
自
然
環
境
の
保
全
、
人
口
減
少
な
ど
大
き
な
社

会
的
課
題
で
あ
り
、
そ
の
対
策
に
国
、
県
、
地
方
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
、
こ
の
中
に
あ
っ

て
、
豊
か
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
諸
々

の
施
策
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
行
政
の
あ
り

方
を
真
剣
に
考
え
行
政
改
革
を
着
実
に
進
め
る
つ
も

り
で
い
ま
す
。

拓
け
ゆ
く
二
十
一
世
紀
を
に
ら
み
、
地
域
づ
く
り

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
国
、
県
、
各
関
係
機
関
の

ご
指
導
ご
協
力
を
得
な
が
ら
村
政
を
進
め
、
多
様
化

す
る
住
民

の
ニ

ー
ズ
に
応
え
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

目
　

標
　
　
　
　
　
　

立

第
一
、

村
財
政
基
盤
の
確
率
と
健
全
財
政
の
推
進
。

第
二
、

農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
活

力

あ

る
村

づ

第
三

、
高
齢
化
社
会
に
即
応
し
た
保
健
福
祉
の
推
進
。

第
四
、
地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り
と
教
育
の
向
上
。

第
五

、
水
道
事
業
な
ど
生
活
環
境
の
施
設
整
備
促
進
。

以
上

の
項

目
を
掲
げ
、
平
成
八
年

度
以

降

の
村
政

に
取

り
組
む
決
意
を
新
た

に
し
て
い

る
と

こ

ろ
で

あ

り
ま
す
。

即
ち
、
魅
力
あ

る
地
域

づ
く
り
の

推

進
と

い
う

こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

施
　

策

一
、
行
革
大
綱
を
受
け
て
の
健
全
財

政

の
運
営

と
地

方
分
権
の
推
進
（
役
場
等
の
事
務
改

善
）
。

二

、
新
食
糧
法
を
受
け

て
の
諸
施
策
（

基

盤
整
備

）

の
推
進
。

三
、
米
依
存
だ
け

で
な

く
、
複
合
経

営

に
よ

る
所

得

向
上
。

四
、
農
、
水
産
物

の
加
工

促
進
。

五
、
高
齢
化
、
福
祉
施
策

の
推
進
と
温

泉
の
利

用

促

進
。

六
、
保
育
所
、
幼
稚
園

の
運
営
改

善
、

学

校
教

育
、

社
会
教
育
、
生
涯
教
育

の
振
興

。

七
、
上
下

水
道

の
早
期
整
備

の
推
進
。

八
、
国
道
二
八
〇
号

線

バ
イ

パ
ス
の
早

期
完

成
と

土

地
利
用
計
画

の
策
定
。

九
、
観
光
施
設

の
整
備
充
実

を
促
進
す

る
（
玉

松

開

発
と
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ

へ
の
対

応
）
。

十
、
既
存
施
設
（
牧
場
、
野

球
場

、
海
水

浴
場

、
玉

松
周
辺
）

の
点
検
及

び
整
備
。

以
上

に
つ
い
て
行

政
を
進
め
て
参

る
所
存

で

あ
り

ま
す

の
で
、
村
民

各
位

の
ご
指

導
ご
協

力
を

お
願

い

申
し
上

げ
ま
す
。

●平成８年度村の予算から2



● 入 る お 金 ２。177,883,000 円
地方交付税 国庫支出金 県支出金 村　　債 そ の 他 村　　税 繰 入 金

1,225,000
千円
56.2%

155,920
千円
7.2％

113,214
千円
5.2％

185,600
孑一円

8.5%

173,116
千円
8.0%

194,452
千円
8.9%

130,581
千円
6.0%

依　　存　　財　　源 自　主　財　源

1,764,613千円　　　　　　　81.0% 413,270千円　　　19.0%

● 使 う お 金

･議員 報酬 …………………　44,319千円

･議員活動費 …………………　10,429千円

・玉松園ｶﾝﾄﾘｰ ﾊﾟｰｸ 整備工事費 ‥･　116,525 千 円

・ 簡易 水道認 可設計 委託 料　 … …　11,845 千 円

・ 交通安 全対 策費 … … … … … …　2,935 千 円

・ 農業 委員会 委員 選挙費　 ‥‥‥‥‥　1,629 千 円

･ 老 人福 祉費 … … … … … … …　54,386 千 円

･ 社 会福 祉施 設費‥‥‥‥‥‥‥‥‥　69,682 千 円

●防犯対 策費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　1,900 千 円

・ 児 童 手 当　 … … … … … … …　4,930 千 円

・保 育 所 費 … … … … … … …　71,640 千 円

・青 森地域 広域 事務組 合負 担金 ‥･　53,750 千 円

●母 子衛生 費　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　4,563 千 円

・老人 保 健事業 費　 ‥‥‥‥‥‥‥‥　26,233 千円

・ふ れあい セ ンタ ー費 … … … …　39,819 千円

5●平成８年度村の予算から

2,177,883,000 円

・出稼 援護関 係費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　57 汗 円

・労働 者協議 会補助 金 ‥‥‥‥‥‥‥‥　13 汗 円

・農業 委員会 費　 … … … … … …　27,222 千 円

・村営 牧場関 係費　 ‥‥‥‥‥‥‥‥　16,959 千 円

・坂元 地区団 体営農 道整 備事業 ‥･　50,000 千 円

・傾･ 長科地頤 い手育成基盤鯒　 ‥･　13,579 千 円

・蓬田 第２農 免農道 整備 事業費･ ‥　20,375 千 円

・水田営 農活 性化排 水対 策事業 費　　7,680 千 円

・ 村営 分収林 ・下刈 事業　 ‥‥‥‥‥　8,430 千 円

・県 営 蓬田漁 港改修 事業 負担金 ‥･　10,000 千 円

・商工会 補助 金　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　800 千 円

・観光協 会補 助 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　3,500 千 円

・簡易小 口資 金特別 保証 貸付金 ‥･　2,000 千 円

・ 高根地 区流雪 溝設 置工事　 … …　30,000 千 円

・広瀬1-1 号線交通安全施設鰭 工事 ‥･　50,000 千 円

・ 広瀬高 根橋 橋り ょう架替 工事 ‥･　30,000 千 円

・ 各地区 道路 側溝改良 工事　 … …　10,80 仟 円

・ 準用河川 中 沢川河川 改修 事業 ‥･　36,000 千 円

・広域消防事務組合負担金　… …　57,540千円

・防火水槽設置工事（二基）　…　102 汗 円

･ 小 学 校 費 … … … … … … …60,97 仟 円

・中 学 校 費 … … … … … … …　33,028 千円

･ 幼 稚 園 費 … … … … … … …　33,23 汗 円

･ 公 民 館 費 … … … … … … …27,68 仟 円

・ スキ ー場 運営費 … … … … … …　2, 圓 千円

・玉松 台 スポ ーツガ ーデ ン管 理費　　5,923 千円

・給食 セ ンタ ー繰 出金 ‥‥‥‥‥‥　29,332 千円

・河川 災害復 旧事 業 ‥‥‥‥‥‥‥‥　14,97 汗 円

・元　　 金　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　157,258 千 円

・利　 子 … … … … … … … …　83,533 千 円

議　 会　費 80.674千円
ぐ3.7鰕

労　 働　 費 9｡60千円
:(0.0％) 消 防 費

90,850千円
(4.2％)

総 務 費
479,301 千円乙

(22.0％)
農林水産業費 298,693千円

(13.7 ％) 教 育 費
276,504千円
(12.7 ％)

民 生 費 284,497千円
(13.1%)

商工費
12,322千円
(0.6％)

災害復旧費 24,457千円
(1.1％)

土 木 費
220,904千円
(10.1 ％)

公 債 麌
240,791千円
(11.190

衛 生 費
165,463千円
(了.6％)

諸支出金

予 備 費

１千 円

(0.0％)

2｡466 千 円

(0.1％)



議会費　21,119円

総務費　125,471 円

570,126 円

民生費　74,476 円

衛生費　43,315円

労働費　　251 円

農林水産費78，192円

商工費　　3,226 円

土木費　57,828円

消防費　23,783 円

教育費　72,383 円

災害復旧費　6,402 円

公債費　63,034 円

予備費　　646円

平成８年 ４月１日現在人口
3, 820 人

広報よもぎた

学校給食センター特別会計予算

繰入金

29,332千円

65.3%

負担金

15,559千円

34.6%

繰越金

20千円

0.1%

歳　入　　44,911千円

歳　出　　44,911千円

総務費

29,302千円

65.2%

給食費

15,609千円

34.8%

●平成８年度村の予算から ぶ

一 般会計

村民一人あたりに使われるお金

平成８年度

特 別 会 計 の 予 算

国民健康保険特別会計予算

国庫支出金

93,598千円

35.9%

国民健康保険税

138,450千円

53.1%

その他

28,865千円

11.0%

歳　入　　260,913千円

歳　出　　260,913千円

保険給付費

197,035千円

75.5%

老人保健拠出金

45,823千円

17.6%

その他

18,055千円

6.9%

老人保健特別会計予算

支払基金交付金

267,597千円

68.0%

国庫支出金

83,208千円

21.1%

その他

42,927千円

10.9%

歳　入　　393,732千円

歳　出　　393,732千円

医療諸費

392,097千円

99.6％

その他

1,635千円

0.4%



蓬

田

中

学

校

おお みや　ひろし
近 江 谷　 博

教頭

地

知

る

人

知

る

①
三
厩
中
学
校

②
青
森
市
花
園
ニ

ー
十

ご
〒

二
十

③
蟹
田
中
及
び
三
厩
中
在
職
中
は
、

通
勤

の
通
過
地
点

で
し

た
。
十

年

間
通
勤
し

ま
し

た
が
、

今
や

っ
と

カ

ー
ブ
が
幾

つ
あ
り
、
そ
の
カ

ー

ブ
の
前
後
に
何
か
あ
る
と
い
う
の

が
分

か

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

地

理
的
な
面

で
は
か
な
り
く
わ
し

い

つ
も
り
で
す
。

今
年
か
ら
蓬
田
中

に
勤
務
す

る

こ
と
に
な
り
、
地
域
を
理
解
す

る

た
め
に
、
一
、

生
徒

を

よ
り
理

解

し
二

、
保
護
者
の
方
々
を
理
解
し
、

三
、
職
員
を
理
解
し
な
く

て
は
な

ら
な
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
人

の
口
伝
え

に
聞

い

①
前
任
校

②
現
住
所

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

た
事
を
身
を
持
っ
て
体
験
し
、
住

人
以
上
に
蓬
田
村
を
理
解
し
て
い

か
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
趣
味
の
一
つ
で
も
あ
る

春
・
秋
の
山
菜
と
り
、
観
桜
会
時

の
カ
ニ
や
し
ろ
う
お
な
ど
楽
し
み

も
あ
り
ま
す
。

在
勤
中
は
、
生
徒
の
心
を
大
切

に
、
職
員
の
和
を
求
め
、
地
域
と

の
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
精
一
杯

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ひらさわ　　い く お
平 澤　 郁 夫

教諭

明
る
く
積
極
的
な

生
徒
と
共
に
が
ん
ば
る

①
前
任
校
　
三
厩
中
学
校

②
現
住
所
　
蓬
田
村
大
字
蓬
田
字

宮
本
四
一
―
匸
一
七

③
私

は
、
宇
鉄
中
学
校
・
三

厩
中

学
校
に
八

年
間
勤
務
し
、
青
森
へ

行

く
時
は
蓬
田

村
を
通
過
し
て
い

ま
し
た
。
途
中
、
村
内
で
す
れ
違

う
蓬
田

中
学
校
の
生
徒
は
皆
、
必

ず
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
り
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
、
安

全
指
導
が
い
き
届
い
て
い

る
な
と

感
心
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
生

徒
と
接
し
て
い

る
と
、
と

て
も
明

る
く
、
授
業
や
部
活
動

に
臨
む
姿

勢
も
積
極
的

で
、
私
自
身

も
頑
張

ら

ね
ば
と
い

う
気
持
ち

に
な
り
ま

す
。さ
て
、
蓬
田
村
の
印
象
で
す
が
、

自
然

に
恵

ま
れ
静

か
な
所

だ
と
感

じ

て
い
ま
す
。
私

は
ま
だ
行

っ
た

こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、

友
人

か

ら
、

す
ば
ら
し

い
温

泉
が
あ
る
と

い
う
話

を
聞

い
て
い
ま
す
。
放
課

後
、

部
活
動

の
指
導
の
あ
と
、
の

ん
び
り
温

泉
に
入

っ
て
体
を
休
め

ら
れ
た
ら
何
て
幸
福
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

今

後
、

い
ろ
い
ろ
な
面

で
、
生

徒
と
地
域

の
皆
さ
ん
と
接
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

5●紹介します新しい先生

紹
介
し
ま
す
新
先
生
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教諭

目
的
を
明
確
に
し

実
現
で
き
る
よ
う
に

①
平
舘
中
学
校

②
青
森
市
松
森
一
丁
目
一
五
－
一

九③
前
任
校
が
平
舘
中
だ
っ
た
た
め

に
、
通
勤
で
は
い
つ
も
通
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

村
に
対
す
る
印
象
は
、
何
と
い
っ

て
も
、
電
信
柱
一
本
一
本
に
掲
げ

て
い
る
村
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
看
板

よこやま　　あきのり
横 山　 哲 則

教諭

と
、
お
や
っ
と
思
う
玉
松
の
ト
イ

レ
、
こ
の
二
つ
か
ら
さ
り
げ
な
く

村
を
理
解
し
て
ほ
し
い
思
い
と
外

部
か
ら
訪
れ
る
人
へ
の
温
か
い
も

て
な
し
と
い
う
の
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
看
板
は

運
転
途
中
で
も
一
つ
ひ
と
つ
読
ん

で
い
く
こ
と
で
（
事
故
の
な
い
範

囲
で
）
、
こ
の
村
が
ど
ん
な
村
な

の
か
が
、
気
軽
に
理
解
で
き
ま
す

し
、
ト
イ
レ
は
従
来
の
公
衆
ト
イ

レ
の
印
象
を
拭
い
去
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
小
さ
い
子
供
連
れ
の
家

族
で
も
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く
利

用
で
き
、
こ
の
村
に
大
変
よ
い
印

象
抱
い
て
通
過
す
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
蓬
中
生
の
み
ん
な
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
く
わ
け
で
す

が
、「
人
は
目
的
を
持
だ
な
く
て

は
本

気

で
行

動

し

な

い
」

と

い

い

ま

す

。

お

互

い

に
目

的

を

明

確

に
し

て

そ
れ

を

実

現

で
き

る

よ

う

に

頑

張

っ

て
い
き
た
い
と
思

っ

て

い

ま

す

。

一
緒
に
描
く

①
青
森
市
立
北
中
学
校

②
浪
岡
町
女

鹿
沢
字
野
尻
二
八
－

一
一
一

③
蓬
田

村
の
印

象
を
短
い
言
葉
で

表
現

す
る
と
「
ア

ッ
ト
ホ

ー
ム
」

「
人
情
」
「
手

づ
く
り
」

と
い
う
事

に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
と
に
か

く
何

か
あ
た
た
か
い
も
の
を
感
じ

と
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
生

徒

た
ち

も
人

な
つ
こ
く
素
直

な
子

が
多

く
本
当

に
感
心
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

そ
れ
か
ら
私

の
専
門

は

美
術
な

の
で
す

が
、
蓬
田

に
は
絵

に
な
り

そ
う
な
風
景
が
沢
山
あ
り
、

大
い

に
絵
心
を

く
す
ぐ

ら
れ
た
と

こ

ろ
で
す
。

こ

れ
か
ら
蓬
中
生

の
み

ん
な
と

共

に
生
活
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

心

に
残

る
感
動
的
な
場
面
を

一
緒

に
描
き
あ
げ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

両
手
を
広
げ
て

①
蓬
田
小
学
校

②
青
森
市
奥
野
三
丁
目
三

の
一
六

③
初
め
て
の
中
学
校
勤
務
な

の
で

と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
と
違

っ
て

ペ
ー
ス
が
速
い

の
で

の
ん
び
り
し
て
い
る
と
、
ど
ん
ど

ん
み
ん
な
が
先
に
行

っ
て
し
ま

う

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
た
だ
、
蓬

田
小

学
校
に
二

年
間
い
た
の
で
、

蓬
田
中

学
校
に
来
て
顔
見

知
り
の

生
徒
に
会
う
と
ホ

ッ
と
し

ま
す
。

三
年

生
も
進
ん
で
声
を
か
け
て
く

れ
る
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

蓬
田
中
学
校

の
生
徒

達
は
明

る
く

て
、
前
向

き
で
こ
れ
か
ら
一
緒
に

学

ん
で
い
く
の
が
楽
し

み
で
す
。

私
自
身

ま
だ
駆
け
出
し
で
す
が
、

い
つ
で
も
両
手

を
広
げ
て
生
徒
達

を
受
け
止
め

て
あ
げ
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
だ
か

ら
ど
ん
ど
ん
遠

慮
せ

ず
、

ぶ
つ
か

っ
て
き
て
ほ
し

い
で
す
。

生
徒
達
と
一
緒

に
私
も
一
歩

ず

つ
前
へ
進
ん

で
い
き
た

い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
十
月

ま
で
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。

非常勤講師

かわた　しずこ
河 田　 静 子

生
徒
の
笑
顔
に

①
平
舘
中
学
校

石
浜
中
学
校

②
青
森
市
筒
井
字
桜
川
（
四－

豆

③
自
宅

が
青
森

に
あ
り
、
今

ま
で

平
舘
ま
で
週

に
何
回
か
通

っ
て
ま

し
た
の
で
蓬
田
村

の
こ
と

は
知

っ

て
い

る
つ
も
り

で
し

た
。
海

が
あ

り
山

が
あ
り
、
玉
松
海
岸
あ
り
と

い
う
風

に
。
で
も
い

ざ
本
校

に
来

て
み
て
知
ら
な
い
面

が
沢
山
あ
り

ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
そ
し
て

教
育
委
員
会
の
方
々

に
歓
迎
会
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
お
話
を
す

る

機
会
を
得
た
時
、
校
内
で
生
徒
の

笑
顔
に
接
し
た
時
、
又
頑
張
れ
る

と
フ
ァ
イ
ト
が
湧
い
て
く
る
わ
け

で
す
。
部
活
の
好
き
な
私
は
時
々

体
育
館
へ
お
邪
魔
し
ま
す
の
で
そ

の
時
は
よ
ろ
し
く
。
地
域
の
方
々
、

こ
れ
か
ら
色

々
お
世

話
に
な
る
と

思

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お

願

い
い
た
し

ま
す
。

●紹介します新しい先生6
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な
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蓬

田

小

学

校

しおたに　　あきひろ
塩 谷　 彰 宏

教頭

二
十
一
世
紀
に
羽
ば
た
く

①
青
森
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

②
青
森
市
駒
込
字
月
見
野
二
九
九

の

Ｉ
〇
三

③
赴
任
し
た
日
、
村
の
国
道
沿
い

に
あ
る
二

つ
の
看
板

が
印
象

に
残

り
ま
し
た
。

一

つ
は
「
教
育
立
村
宣
言
の
村
」

も
う
一

つ
は
「
育
て
よ
う
　

地
域

ぐ
る
み
で
　

青
少
年
」
で
す
。

蓬
田
村
の
皆
さ
ん
方
の
教
育

に

取

り
組
む
姿
勢
を
う
か

が
う
こ
と

が
で
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
ま
し
た
。

「
そ
の
国
に
住
む
青
少
年
を
見

れ
ば
そ
の
国
の
将
来
が
わ
か
る
」

と
い
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

「
そ

の
村

に
住

む
青

少
年

を
見

れ

ば
そ
の
村
の
将
来
が
わ
か
る
」
と

い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

各
御
家
庭
の
皆
さ
ん
方
、
地
域

の
皆
さ
ん
方
と
し

っ
か
り
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
二
十

一
世
紀
に
羽

ば
た
く
児

童
の
健
全
育
成
に
微
力

を
注

ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

山

の
雪

が
解

け
れ
ば
、

趣
味
の

指
笛

で
、
蓬
田
村

の
ウ
グ
イ
ス
と

も
交
信
し

て
み

た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

や す た　　ひろふみ
安 田　 博 文

教諭

一
日
一
日
を

楽

し

く

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
も

は
じ
め
て
来
た
日
、
す
れ
違
う
子

ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ

し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

は
じ
め
か
ら
親
し
み
や
す
い
、

打
ち
と
け
た
雰
囲
気
で
、
こ
れ
か

ら
い
っ
し
ょ
に
学
ん
で
い
く
の
が

楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
日
一
日
を
楽
し
く
、
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

はたけやま　　ひ　ろ　み
畠 山　 日 呂 美

①
青
森
市
立
新
城
中
央
小
学
校

②
青
森
市
大
野
字
前
田
七

一
－

六

一
　

五
番
館
五
十
二
号

③
玉
松
海
水
浴
場

に
何
度

か
遊

び

に
来
た
こ
と

が
あ
る
の
で
、
蓬
田

村

に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
国
道
か
ら

そ
れ
た
こ
と

は
な
い

の
で
、
知

っ
て
い
る
も
の

と
は
い
き
ま
せ
ん

が
国
道
沿

い
に

あ

る
看
板

の
情
報
だ
け

で
、
詳
し

い
こ
と
は
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

蓬
田
村
は
本
当

に
長
い
村
と

い
う

イ

メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
。

縁
あ

っ
て
こ
こ

に
赴
任
す

る
こ

と

に
な
り
ま
し
た

が
、
新
し

い
と

こ
ろ
で
の
不

安
は
思

っ
た
よ
り
感

教諭

が
ん
ば
る

①
新
採
用

②
蓬
田
村
大
字
阿
弥
陀
川
字
汐
千

一
九
八

③
同
じ
東
津
軽
郡
に
あ
る
今
別
町

出
身
の
私
に
と
っ
て
、
蓬
田
村
は

と
て
も
身
近
な
存
在
で
し
た
。
青

森
市
内
に
行
く
時
も
、
弘
前
か
ら

帰
省
す
る
時
も
蓬
田
村
を
通
り
ま

す
。
も
う
何
度
と
な
く
蓬
田
村
を

7●紹介します新しい先生
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共
に
学
び
、
共
に
笑
い
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通

っ
て
い
る
の
で
、
お
い
し

い

フ

ラ
イ

ボ
ー
ル
か
お
る
こ
と
、
夏

に

は
玉

松
海
水
浴
場
が
賑

や
か
な
こ

と
、
い
ろ
い
ろ
知

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
蓬
田
村
に
住
む
よ
う

に
な

っ
て
、
初
め
て
知

っ
た
こ
と

も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

の
ど
か

な
田
園
風
景
、
豊
か
な
漁
場
。
し

か
し
、
何
よ
り
も
印
象
深
か

っ
た

の
は
、
新
採
用

で
何
も
分
か

ら
な

い
私

に
も
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ

た
村

の
方
々

の
あ
た
た
か

さ
。

そ

し
て
、
明

る
く
元
気
な
子

ど
も

た

ち
。
慣
れ
な
い
生
活
へ
の
不
安
も
、

一
気

に
吹
き
飛

ん
だ
感

じ
が
し

ま

し

た
。
未
熟
者

で
は
あ
り
ま
す
が
、
村

の
宝

で
あ
る
子

ど
も
だ
ち

と
、
共

に
学

び
、
共

に
笑

い
、

一
生
懸
命

頑
張
り

た
い
と
思

い
ま
す
。

ど
う

ぞ
よ
ろ
し

く
お
願

い
し

ま
す
。こばやし　　ひ ろ み

小 林　 央 美

養護教諭

輝
く
ひ
と
み

①
蓬
田
小
学
校

②
青
森
市
新
城
山
田
二
二
二
－

五

〇
九

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負
を
書
い

て
下

さ
い
と
の
原
稿
依
頼
を
い
た

だ
い
た
の
で
す

が
・
…

う
～
ん
。

こ

れ
は
困

っ
た
ソ

。
な

ぜ
な
ら
、

私

は
二
年
間

の
研
修
を
終

え
て
再

び
も
ど
っ
て
き
た
わ
け

で
、

な
つ

か
し

い
、
正

確
に
は
帰

る

べ
き
家

に
も

ど
っ
て
き
た
の
で
す
か
ら
。

二
年

の
間

に
子

ど
も
達

は
驚

く

程
成
長
し

て
い
ま
し

た
。

そ
し

て

何

よ
り
も
初
め

て
赴
任
し

た
時

に

み
せ

て
く
れ
た
輝

く
瞳

が
、

ま
す

ま
す
す
て
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
年
間
、
現
場

を
離
れ
た
研

修
先

で
い

つ
も
思

い
出
し

て
い
た
瞳
に

再

び
会

え
た
喜

び
で
い

っ
ぱ
い
の

毎

日
で
す
。
地
域

の
方
々
や
保
護

者

の
皆
様
方

も
覚
え
て
い
て
く
だ

さ
り
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
感

激
し

ま
し
た
。
現

場
を
離
れ
た
研

修

の
中

で

『
子

ど

も

の
可

能

性

（
星
）
と

い
う
星

は
、

教

師

の
力

を
引

き
出

す
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』

な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
に
力
を
引

き
出
し

て
も
ら
い
、
共
に
成
長
し

た
い
も
の
で
す
。

非 常 勤 講 師

きたばやし　 つねやす
北 林　 常 保

さ

わ
や
か
な
印
象

①
青
森
市

立
三

内
小

学
校

②
青
森
市
子

刈
三
丁

目
ニ

ー
四

③
今
年
三
月

で
定
年
退
職
し
、
今

回
、
蓬
田
小

学
校
に
非
常
勤
講
師

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

蓬
田
村
は
、
歓
送
迎
会
や
教
育

懇
談
会
な
ど
を
通
し
て
、
非
常
に

家
族
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
し
か

も
、
心
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
す

が
に
教
育

の
村
だ
け
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際

に
子
ど
も
達

に
接

し
て
、
明
る
く

さ
わ
や
か
な
印
象

を
受
け
、
こ
れ
か
ら

の
一
年
間
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
年
間
九

十
日
だ
け
の
非
常
勤
講
師
で
す
が
、

い
く
ら
か
で
も
子
ど
も
達

の
た
め

に
な
れ
る
よ
う
頑
張

る
つ
も
り

で

す
。

四
月
子
ど
も
た
ち
新
た
な

四
月
八
日
、
蓬
田
小
学
校
及
び
蓬

田
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
、
新
し
く
小
学
校
に
入
学

し
た
児
童
は
、
四
十
人
（
男
　
二

十
五
人
、
女
　
十
五
人
）
。
中
学

校
で
は
、
五
十
一
人
（
男
　
二
十

九
人
、
女
　
二
十
二
人
）
の
新
一

年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
蓬
田
幼
稚
園
の
入
園
式

は
、
四
月
九
日
行
わ
れ
、
園
児
二

十
五
人
（
男
　
十
四
人
、
女
　
十

一
名
）
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
新

し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。

●紹介します新しい先生8

二
年
ぶ
り
の

明

る

く

ス

タ

ー

ト



紹
介
し
ま
す
新
役
場
職
員小 野 寛 敬（瀬辺地）

昨
年
度
、
青
森
短
期
大
学
を
卒

業
し
、
四
月
一
日
か
ら
蓬
田
村
役

場
福
祉
課
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
小
野
寛
敬
で
す
。

ま
だ
入
っ
た
ば
か
り
で
、
分
か

ら
な
い
事
が
沢
山
あ
っ
て
、
な
ん

の
役
に
も
立
っ
て
い
な
い
状
態
で

す
。
こ
れ
か
ら
上
司
・
先
輩
方
の

指
導
の
も
と
、
色
々
な
こ
と
を
身

に
付
け
、
早
く
仕
事
を
覚
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
蓬
田
村

が
よ
り
一
層
発
展
す
る
よ
う
に
全

力
を
尽
く
し
頑
張
り
た
い
と
思
い

役
場
人
事
異
動

（
四
月
一
日
付
）

機
構
改
革
に
よ
り
、
以
前
の
民

生
課
を
住
民
課
と
福
祉
課
に
分
け

ま
し
た
。
住
民
課
で
は
、
戸
籍
・

住
民
基
本
台
帳
、
国
民
年
金
、
国

▼

福

祉

課

長

中

村

幸

八
（

民

生

課

長

）

▼

住

民

課

長

稲

葉

慶

則
（

建

設

課

長

）

▼

建

設

課

長

佐

々

木

京

太

郎
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

▼

総

務

課

課

長

補

佐

稲

葉

孝

太

郎
（
総
務
課
車
両
総
括
主
幹
）

▼

社

会

教

育

課

課

長

補

佐

坂

本

万

蔵
（
農
林
水

産
課
課
長
補
佐
）

▼

学

務

課

課

長

補

佐

坂

本

重

雄
（
社
会

教
育
課
課
長
補
佐
）

▼

建

設

課

課

長

補

佐

久

慈

義

明

（
民

生

課

課

長

補

佐

）

▼

農

林

水

産

課

課

長

補

佐

久

慈

修

一
（

総

務

課

課

長

補

佐

）

▼

福

祉

課

課

長

補

佐

坂

本
　

大
（

民

生

課

課

長

補

佐

）

▼

住

民

課

課

長

補

佐

佐

藤

洋

子
（

民

生

課

主

幹

）

▼

住

民

課

主

幹

金

枝

フ

ミ
（

民

生

課

主

幹

）

▼

福

祉

課

総

括

主

任

保

健

婦

細

谷

昭

子
（
民
生
課
総
括
主
任
保
健
婦
）

▼

税

務

課

主

幹

青

木

昭

信
（
教
育
委
員
会
学
務
課
主
幹
）

民
健
康
保
険
、
労
働
を
担
当
。
福

祉
課
で
は
、
福
祉
、
保
健
・
衛
生

関
係
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▼

企

画

課

係

長

坂

本

勝

教
（

総

務

課

行

政

係

長

）

▼

福

祉

課

主

幹

木

村

春

美
（
民

生

課

主

幹

）

▼

住

民

課

主

幹

浜

田
　

亮
（
民

生

課

主

幹

）

▼

総

務

課

行

政

係

長

芳

賀
　

作
（
税

務

課

税

務

係

長

）

▼

福

祉

課

主

任

保

健

婦

工

藤

美

智

子
（
民
生
課
主
任
保
健
婦
）

▼

福

祉

課

主

査

小

松

生

佳
（
出

納

室

主

査

）

▼

住

民

課

主

事

中

川

孝

治
（
民

生

課

主

事

）

▼

出

納

室
主

事

中

川
　

悟
（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

▼

選

挙

管

理
委

員
会

書

記

田

中

光

明
（
民

生

課

主

事

）

▼

総

務

課

主

事

木

村

伸

一
（
税

務

課

主

事

）

▼

福
祉

課
主

事

高
田

一

憲
（
民

生

課

主

事

）

▼

住
民

課

主

事

八

木

沢

琴

美
（
民

生

課
主

事
）

▼

福
祉

課

主

事

補

小

野

寛

敬
（
新

採

用

）

お
宅
の
土
蔵
や
納
屋
、
ダ
ン
ス

の
奥
に
、
記
念
に
持
ち
帰
っ
た
軍

用
拳
銃
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

盗
ま
れ
て
犯
罪
に
利
用
さ
れ
た
ら

大
変
で
す
。

全
国
的
に
は
、
子
供
さ
ん
が
、

お
も
ち
ゃ
と
し
て
、
も
て
遊
ん
で

暴
発
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
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・
活

ホ
タ
テ
　

う
ま

さ
に
は
ず
む
　

孫
電
話
　
　
　
　
　

瓢

一

・
活

ホ
タ
テ
　

今
年
も
送

れ
　
電
話
来

る
　
　
　
　
　
　

重
彦

・

フ
ラ

ン
ス
が
　
食

べ
な

く
な
っ
て
も
　

ホ
タ
テ
上

げ
　

増
吉

・
ご

ぶ
さ
た
を
　

ホ
タ
テ
が
う
ま
く
　
舌

に
乗
せ
　
　
　

勝
子

・
友
と
呑
む
　

み
や
げ
の

ホ
タ
テ
　

も
う
一
つ
ぱ
い

・
焼
き
帆
立
　

香
り
の
良

さ
に
　
足
を
止
め

・
ホ

タ
テ
貝
　

海
外

ツ
ア
ー
　
夢

に
見
た

・
貝

み
そ
で
　

昼
め
し

に
す

る
　
老
い
一
人

清
乃

森
勝

勇
三

絹
枝

ま
す

。

趣
　
味
映
画
鑑
賞

特
　
技
寝
る
・
飲
む
・
食
べ
る
こ
と

好
き
な
食
べ
物

レ
バ
さ
し

好
き
な
タ
レ
ン
ト

松
本
人
志

蟹

田

警

察

署

か

ら

旧
軍
用
拳

銃
回
収

の

お

願

い

法
律
で
は

届
け
出
た
こ
と
で

処
罰
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
一
度
、
家
屋
内
を
お
確
か
め

下
さ
い
。
発
見
し
た
と
き
は
、

蟹
田
警
察
署
か

蓬
田
駐
在
所
に
届
け
て
下
さ
い
。



広報よもぎた

は
じ
め
に

吹
く
風

も
夏

め
い
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
元

気
に
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
村
の
脳
卒
中
予

防
対

策
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、

お
世

話
に
な
っ
て
い
る
金
沢
先
生

の
特
別

寄
稿
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
い
う
声
を
聞
き
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て

健

康
な
村
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願

い
し

ま
す
。

蓬
田
村
の
皆
様
、
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
連
載
も
数
え
て
今

回
で
六
回
と
な
り
ま
し
た
。
「
住

宅
改
造
」
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ

金沢先生との家庭訪問では、その人にあっ

た運動の方法を教えてくれます。

う
な
も
の
な
の
か
、
か
な
り
わ
か
っ

て
い
た
だ
け
た
か
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
書

い

た
中

に
、
「

理
学

療
法
士
」
と
い

う
見
慣

れ
な

い
言

葉

が
、
何
度
か
出
て
ま

い
り
ま
し

た
。
「
な
ん
だ

あ
、

こ
り

ゃ
！

」

と
お
思
い
の
方
も
い
ら
し

ゃ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
こ

の
理

学
療
法
士

に
つ
い
て
、
書
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
は
普
通
、
病
院

に

勤
め
て
い
ま
し

て

、
「
訓

練

の
先

生
」
と
か
「
リ
「

ビ
リ

の
先
生
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
や

事
故
な
ど
で
、
命
は
助
か

っ
た
も

の
の
体

に
重
い
障
害
を
受
け
て
し

ま

っ
た
人

に
、
「

寝
返

り
訓

練
や

起
き
あ

が
り
訓
練
、
歩
く
訓
練
」

な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
痛
み

の
あ

る
人

に
は
電
気

を
使
っ
た
機
械
で

暖
め

た
り
筋
肉

を
動

か
し

た
り
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
役
場

な
ど
に
勤

め

て
い
る
人

も
お
り
ま
し

て
、

保

健
婦

さ
ん
と
同
じ

よ
う
に
、

家
庭

を
訪

ね
て
リ
（

ビ
リ
を
す
る
「
訪

問
リ
「

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
っ

て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

こ

の
理
学
療
法
士

と
名
乗

る
に

は
国
家
（
厚
生
省
）

が
行

う
国
家

試
験

に
合
格
し

て
、
免
許

を
取

ら

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
の
国
家
試
験
を
受
け

る
た
め

に

は
、
３
年
制

の
各
種
学
校

ま
た
は

医
療
短
期
大
学
、
４
年
制

の
大
学

の
ど
れ
か
を
卒
業
す

る
（
正

確
に

は
、
卒
業
見
込
み

で
も
可
）
必
要

が
あ
り
ま
す
。
蓬
田

の
近
辺

で
す

と
、

蟹
田
町

の
老

人

保

健

施

設

「
た
ん

ぽ
ぽ
」

に
一
人

お
り
ま
す
。

青
森
市
で
も
、
県
病
や
市
民
病
院

協
立
病
院
な
ど
数
え

る
く
ら

い
の

病
院
に
し
か
い
ま
せ
ん
、
似

た
よ

う
な
職
業
の
人
は
た
く

さ
ん
お
り

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
「
理
学
療

法
士
」
と
名
乗
れ
る
の
は
、
理
学

療
法
士
の
国
家
試
験
に
合
格
し
た

人

だ
け
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
四
六
時
中
、
障
害

を
持

っ
た
人
と
接
し
て
い
ま
す
か

ら
、
「
住
宅
改

造
」

を
行

う
場

合
、

「
こ
こ

に
手

す
り

が
あ
れ

ば
、

こ

う
い
う
ふ
う
に
動
け
る
よ
う

に
な

る
な
」

と
か
「
風
呂
場
の
こ
こ

に

椅
子

が
あ
れ
ば
、
一
人
で
お
風
呂

に
入

れ
る
よ
う
に
な
る
な
」
な
ど

と
予
想
が

つ
く
わ
け
で
す
。
そ
う

い

う
こ
と

か

ら

理

学

療

法

士

が

「
住
宅
改
造
」

の
指

導
を

す

る
こ

と
が
多
く
な
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、

改
造
が
終
わ

っ
た
後
で
も
、
や
は

り
改
造
を
し
た
と
こ
ろ
を
障
害
を

持
っ
た
人

が
使
え
な
け
れ
ば
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
時
も

理
学
療
法
士
が
住
宅
改
造
後
の
訓
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“
特
別
寄
稿
（
蓬
田
村
の
皆
さ
ん
へ
）
”

皆
さ
ん
は
今
住
ん
で
い
る
自
分
の
家
に
一
生
住
め
る
と
思
い
ま
す
か
？

弘
前
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

金
沢

善
智

第
６
回
「
理
学
療
法
士
」
と
い
う
職
業
、

知
つ
て
い
ま
す
か



練

を
す
れ
ば
、

さ
ら
に
使
い
や
す

い
も
の
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
健
婦
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
「
寝
た
き
り
」

の
人

の
と
こ
ろ

へ
訪
問
し
、

家
庭
で
専
門

的
な
観

点

か
ら
「
椅
子

に
座
る
訓
練
」

な

ど
を
し

て
、

寝
た
き
り
者
を
少

な

く
す
る
の
も
理
学
療
法
士

の
仕
事

で
す
。
私

は
去
年
の
十
月

に
行

わ

れ
た
「
第
二

回
福
祉
と
健
康
ま

つ

り
」

の

講

演

の
中

で

、
「

村

で

理
学
療
法
士
を
雇
え
ば
、
寝
た
き

り
を
ゼ

ロ
に
で
き
る
」
と
言
い
ま

し
た
。
そ
の
証
拠
と
し
て
は
、
岩

手

県
の
安
代
町
で
は
何
年
か
前
に
、

近
く
の
病
院
の
理
学
療
法
士
が
町

と
協
力
し
て
「
訪
問
リ
「

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
行
い
、
寝
た
き
り

ゼ

ロ
を
達
成
し
て
い

る
、
と
い
う
事

実
が
あ
り
ま
す
。
蓬
田
村
で
も
、

保
健
婦
さ
ん
と
理
学
療
法
士

が
協

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寝
た
き
り

ゼ
ロ
は
夢
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
青

森
県
内
で
は
、
市
町
村

で
理
学
療

法
士
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
国
的

に
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後

は
、
保
健
婦

さ
ん
を
増
員
す

る
こ

と
を
当
然
や
ら
な
け

れ
ば
超
高
齢

社
会

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん

が
、

理
学
療
法
士
も
村

の
中

で
、
き

っ

と
良
い
仕
事
を
す
る
と
思

い
ま
す
。

今
な
ら
、
市
町
村

で
働

い
て
み

た
い
と
考
え
て

い
る
理
学
療
法
士

が
、
県
内

に
何
人
か
お
り
ま
す
。

村
民

の
皆

さ
ん
、
村
長

さ
ん
、

村
議
会
議
員

の
皆

さ
ん
、
理
学
療

法
士
の
採
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

一
人
で
立
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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か

つ
て
は
、
不
治
の
病
と
言

わ

れ
た
結
核
で
す

が
、
医
学
等

の
進

歩

に
よ
り
順
調

に
改
善

さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
青
森
保
健
所
管
内

に

お
い
て
は
、
毎
年
1
2
0
～
1
3
0
人

の
新

規
の
結
核

の
患
者

さ
ん

が
で
て
い

ま
す
。
又
、
平
成
六
年
度
末

で
把

握

さ
れ
て
い

る
患
者

さ
ん

は
4
2
3
大

で
す
。
こ

の
様
な
状
況

の
中

で
、
蓬
田

村

に
お
い
て
も
、
毎
年
、
新
し

い

患
者

さ
ん

が
で
て
お
り
ま
す
。

蓬
田
村

の
患
者
さ
ん
の
傾
向
は
、

出
稼

ぎ
先

で
病

気

に
な

っ
た

り
、

一

日

も
休

ま
ず
仕

事

に

で

か
け

て
い

る
人
等
、
日

頃

自
分

の
健

康

を
か
え
り
み

る
機

会

の
少

な
い
人

に
多
い

よ
う
で
す
。

村

で
は
、
毎
年

住
民

検

診
を

実

施
し

て
お
り
ま
す
が
、

受

診

さ
れ

る
方

は
、
非
常

に
少

な
い
現

状

で

す
。ズコ
さ
ら
結
核
″

と

い
う

こ
と

が

聞

か
れ
る
昨
今

で
す

が
、

い

つ
で

も
、

だ
れ
も
が
結

核

に
な

り
う

る

事

を
再

確
認
し

て
お

き
た

い
も

の

で
す
ね
。

住民総合検診で、胸部写真をとりましょう。早期発見

のひけつです。

いまさら結核・されど結核

蓬田村における

結核の現状について

青森保健所保健婦

野宮　冨子
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蓬
田
村

蓬
田
村
教
育
委
員
会

平

成
七

年
度
、
蓬
田
村
表
彰
及

び
蓬
田

村
教
育
委
員
会
表
彰
授
与

式
が
村
中

央
公
民

館
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し

た
。

功
労
者
表
彰

に
は
、
村
議
会
議

員

と
し

て
永
年

に
わ
た
り
地

方
自

治
の
振
興

に
貢

献
し

た
倉
谷
一
氏

（
六
十
三
歳
、
阿
弥
陀
川
）
、
山

舘

清

剛
氏

（
五
十
五
歳
、
瀬
辺
地
）
、

坂

本
斌
農
氏

（
五
十
四
歳
、
長
科
）

を
始

め
、

高
田

徳
松
氏

（
七
十

九

歳
、
郷
沢
）、
青
木
豊
治
氏
（
六

十
四
歳
、
阿
弥
陀
川
）
、
高
田
重

義
氏
（
五
十
三
歳
、
郷
沢
）
の
六

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
善
行
者
表
彰
に
は
、
村

修
学
奨
励
金
貸
与
基
金
に
百
万
円

を
寄
付
さ
れ
た
福
田
光
雄
氏
（
郷

沢
出
身
）
と
、
玉
松
台
に
玉
松
拝

み
石
と
石
碑
を
寄
贈
さ
れ
た
蓬
田

村
勲
章
、
褒
章
受
章
者
の
会
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

表

彰

式

教
育
委
員
会
表
彰
者

に
は
奈
良

良
成
教
育
長

が
、
芸
術
・
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
寄
与

さ
れ
た

方
々
を
称
え
表
彰
し
ま
し

た
。

受
賞
者
を
代
表
し
高
田
重
義
氏

が
謝
辞
を
述

べ
た
後
、
出
席
者
全

員
で
受
賞
者
を
囲
み
お
祝

い
し
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞

さ
れ

た
方
は
次

の
と
お
り
。

◇
芸
術
文
化
賞

松
本

シ
ゲ
「
茶
道

の
普
及
奨
励
」

坂
本
勝
子
「
川
柳

の
普
及
」

◇

ス
ポ
ー
ツ
賞

久
慈
優
子
「
県
民
体
育
大
会
、
陸

上
女
子
砲
丸
投
げ
第
一
位
」

小

松
美
由
紀
「
県
民
体
育
大
会
、

陸
上

女
子
百
Ｍ
第

一
位
」

森
三
奈
子
「
県
民
体
育
大
会
、
陸

上

女
子
走
幅
跳
第
三
位
」

坂
本
恭
一
　「
平

成
七
年
県
中
学
校

体
育
大
会

ス
キ

ー
競
技
大
回
転
第

二
位
、
回
転
第
三
位
」

古
川
誠
「
平
成
七
年
県
中
学
校
体

育
大
会

ス
キ
ー
競
技
回
転
第
七
位
」

◇

ス
ポ
ー
ツ
賞
団
体

村
体
育
協
会
女
子
陸
上
部
「
県
民

体
育
大
会
、
女
子
総
合
第
二
位
」

蓬
田
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
で
は
、
四
月
六
日
（
土
）
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、
定
時
総
会

を
開
き
、
長
年
、
子
ど
も
会
の
た

め
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
十
三

名
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
平

成
八
年
度
の
事
業
計
画
と
新
役
員

を
決
定
し
ま
し
た
。
本
団
体
は
子

ど
も
が
三
百
人
、
育
成
者
一
五
九

人
、
合
計
四
五
九
人
の
会
員
を
数

え
る
社
会
教
育
団
体
で
す
。
こ
れ

か
ら
学
校
週
五
日
制
が
予
定
さ
れ

る
中

で
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
ま

す
ま
す
重
要

な
存
在
と
な

っ
て

い

ま
す
。
新
役
員
の
皆
様
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

感
謝
状
贈
呈
者

長
　
　

科
　

坂
本

ア
季
子

”
　
　
　
佐
藤
　

律
子

”
　
　
　
広
田
　

公
子

阿
弥
陀
川
　

八
戸
　
　

緑

蓬
　
　

田
　

武
井
　

敬
子

”
　
　
　
武
井
　

明
子

郷
　
　

沢
　

小
野
　

澄
子

″
　
　
木
戸
　
茂
子

瀬

辺

地
　

飯
田
　

政
義

″
　
　

木
村
　

哲
子

広
　
　

瀬
　

柿
崎
　

福
美

″
　
　

柿
崎
　

春
代

高
　
　

根
　

佐
井
良
百
生

新
　

役
　

員

会
　
　

長
　

坂
本
　

勇

一

副

会

長
　

稲
葉
　

貢

”
　
　
　
阿
保
　

友
子

事

務

局

坂
本

藤
枝

会
　

計

八
戸

純
一

監
　
　

事
　

大
宮
千
恵
子

”
　
　
　
津
島
　

俊
則
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子
ど
も
会
活
動

ご
苦
労
さ
ま

十
三
名
の
育
成
者
に
感
謝
状
！



村
地
域
防
災
無
線
局
完
成
！

災
害
緊
急
時
の
情
報
収
集
や
情
報
伝
達
の
ほ
か
、
日
常
の
行
政
連
絡

な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
、
地
域
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、

三
月
二
十
九
日
（
金
）
役
場
庁
舎
内
で
「
開
局
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

県
内
で
初
め
て
の
導
入
と
な
っ

た
地
域
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、

統
制
機
能
を
持
つ
基
地
局
（
統
制

局
）
と
中
継
局
、
移
動
局
（
一
般

局
）
で
構
成
さ
れ
、
統
制
局
を
役

場

庁
舎
内
の
総
務
課

に
置
き
、
一

般
局
は
、
消
防
各
分
団
、
駐
在
所
、

学
校
、
診
療
所
、
農
協
、
漁
協
な

ど
に
配

置
、
必
要
に
応
じ
て
移
動

が
可

能
な
半

固
定
型
を
十
六

台
、

小
型
で
持
ち
運
び
が
で
き
る
携
帯

型
二
十
四
台
、
車
載
型
一
台
を
設

置
し
ま
し
た
。
す
べ
て
相
互
通
信

で
き
る
ほ
か
、
緊
急
時
に
一
斉
通

報
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
デ
ー
タ
通

信
も
で
き
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。

同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
三

年
前
に
計
画
さ
れ
、
七
年
十
月
に

総
事
業
費
五
千
九
百
万
円
で
工
事

着
工
、
三
月
に
完
成
の
運
び
と
な

り
、
今
後
の
防

災
活
動
に
有
効

に
活
躍
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま

す
。

開局式で起動ボタンを押す八戸

良次郎村長

大

洋
敏
夫
（
蓬
田
診
療
所
医
師
）

さ
ん
が
、
百
万
円

を
寄
付
し
ま
し

た
。寄
付
金

は
、

社
会
福
祉
と
、
村

修
学

奨
励
金
貸
与

基
金
に
分
け
て

活
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

村

修
学

奨
励

金
貸
与

基
金
は
、

平
成
二
年
度

か
ら
制
度

を
開

始
し

こ

れ
ま
で
五
十
二
名

の
方

に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
金

の
累
計
額

は
二
、
五
八
〇
万
円
で
、
こ
の
内
、

寄
付
金

は
二
八
五
万
円
と

一
割
強

歌
手

の
蓬

か
お
り
（
キ

ン
グ
レ

コ

ー
ド
）
さ
ん
が
、
役
場
を
訪
れ
、

寄
付
金
十
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

寄
付
金

は
、
村

修
学

奨
励

金

貸

与
基
金

に
活
用
す

る
こ
と

に
な

り

ま
し
た
。

を
占
め
、
有
効
的
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
基
金
の
詳
し

い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
発
行
の
「
福
祉
だ
よ

り
」
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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村
の
た
め
に
役
立
て
て
と

寄
付
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農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
祝
賀
会

こ
と
ぶ
き
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

全
国
四
十
四
都
道
府
県
か

ら
代

表
四
十
四

グ
ル
ー
プ
の
中

で
最
高

の
農
林
水
産
大
臣
最
優
秀
賞
を
受

賞
し

た
、
こ
と

ぶ
き
生
活
改
善

グ

ル

ー
プ
（
会
長
、
二
唐
美
代
子
）

の

祝
賀

会

が
、

四

月

二

十

四

日

（
水
）

村
中

央
公

民
館

に

お
い

て

開
催

さ
れ
、
六
十
四
名

が
参
加
し

受
賞
を
祝

い
ま
し

た
。

祝
賀
会

で
は
、
主
催
者

の
工
藤

ヌ
イ
（
青
森
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
連

絡
協
議
会
長
、
東
青
地
域

農

水

産
物
加
工
推
進
連
絡
協
議
会
長
）

さ
ん
が
　
「
東

青
地
区

で

初
め

て

の
受
賞

で
す
。
会
員

は
多

く
の
苦

労

を
手

に
手

を
携

え
乗

り
越

え
て

来

ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
受
賞
は
、

村
役
場
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

を
始
め
、
関
係
団

体
の
、
後
押
し

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現

し
ま
し

た
。
本
日
の
会
を
今
後
の
糧
と
し

て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ

つ
し
ま

し

た
。
続
い
て
、
青
森
地
域

農
業
改
良

普
及
セ

ン
タ
ー
よ
り
、
グ
ル

ー
プ

が
結
成
さ
れ
た
昭
和
三
十

九
年
か

ら
の
活
動
内
容
や
受
賞

に
至

っ
た

経
緯
を
述

べ
ま
し
た
。

祝
辞

を
八

戸

良
次

郎

村
長

が

「
米
ど
こ
ろ
、

米

に
た
よ

っ
て

き

た
我

が
村

で
す
が
、

こ
と
ぶ
き
グ

ル
ー
プ
は
農
業

の
普
及

は
も
ち
ろ

ん
、

農
・
水

産
物

に
付
加

価
値
を

つ
け
た
加
工
品

を
開
発
し

、
こ
れ

か
ら
の
蓬
田

に
明

る
い
展
望
が
開

け
た
と
確
信
し

ま
し
た
。
今
後
も

他

の
グ
ル

ー
プ
と
連
携
を
取

り
な

が
ら
所

得
向
上

に
努
め
て
く
だ
さ

い
」

と
述
べ
、
続
い
て
、
三
上

巽

東
地

方
農
林
事
務
所
長
が
「
受
賞

に
あ
た
り
、
こ
と
ぶ
き
グ
ル

ー
プ

の
ご
努
力
と
活
動
を
支
え
た
村
、

農
協
、
漁
協
、
関
係
団
体
、
そ
し

て
婦
人

の
仲
間
の
み
な
さ
ん
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
郷
土
を
良
く
す

る
の
は
そ
こ
に
住
む
六
割
を
占
め

る
婦
人

の
み
な
さ
ん
で
す
。
さ
ら

な
る
ご
健
闘
を
期
待
し
ま
す
」
と

述

べ
ま
し
た
。

横
山
昭
一
青
森
地
域
農
業
改
良

普
及
セ

ン
タ
ー
所
長
の
乾
杯
の
後
、

テ

ー
ブ
ル

ス
ピ
ー
チ

が
次
々

に
行

わ
れ
、
受
賞
の
喜
び
や
、
今
後

の

活
動
に

つ
い
て
歓
談
し
ま
し
た
。

お

知

ら

せ

児
童
扶
養

こ
の
制
度
は
、
父
母
の
離
婚
、

父
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
母
子
世
帯
等
の
生
活
の

安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

②
　
父

が
死
亡
し

た
児
童

③
　
父

が
政
令

に
定
め

る
障
害
の

状
態
（
国
民
健

康
法
及

び
厚
生

年
金
保
険
法

に
よ
る
障
害
等
級

の
一
級
程
度
）

に
あ
る
児

童

㈲
　
父

の
生
死

が
明

ら
か
で
な
い

児
童

㈲
　
父

か
ら
引

き
続
き
一
年
以
上

遺
棄

さ
れ
て
い
る
児

童

㈲
　
父

が
法
令

に
よ
り
引

き
続
き

一
年
以
上

拘
禁

さ
れ
て
い
る
児

童
閇
　

母

が
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し

た
児
童

（
父

か
ら
認
知
さ

れ
た
児
童

を
除
く
）

㈲
　

そ
の
他
（
孤
児

な
ど
）

た
だ
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当

す
る
と
き
は
、
手
当

は
支
給
さ

れ
ま
せ

ん
。

剛
　

母

が
婚
姻

の
届
出

は
し
て
い

な
く
て
も
、
事
実
上

の
婚
姻
関

係
（
内

縁
関
係
な
ど
）

が
あ
る

と
き
。

②
　
手
当

を
受
け
よ
う
と
す
る
母
、

又

は
養
育
者
が
国
民
年
金
（
老

齢
福
祉
年

金

を
除

く
）
、

厚

生

年
金

な
ど
の
公
的

年
金
給
付

を

受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。
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手
当
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
人
が
手
当
を
受
け
ら

れ
る
の
で
す
か
？

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
一
八
歳

に
達
し
た
年
度
末
ま
で
（
中
度
以

上
の
障
害
を
有
す
る
児
童
は
二
〇

歳
未
満
）
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
、
又
は
母
に
か
か
わ
っ
て
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
こ
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
・

剛
　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
児
童
扶
養
手
当
と
は
ど
う
い
う
制

度
で
す
か
？



圓
　
対
象
児
童
が
、
父
又
は
母
の

死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
又
は
遺
族
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

倒
　
対
象
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ

る
公
的
年
金
の
加
算
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
き
。

㈲
　
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設

な
ど
に
入
所
し
た
り
、
里
親
に

預
け
ら
れ
た
と
き
。

㈲
　
昭
和
六
〇
年
八
月
一
日
以
降

に
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し

て
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
も
請

求
し
な
か
っ
た
と
き
。

手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
の
で
す
か
？

手
当
を
受
け
る
に
は
、
住
所
地

の
市
町
村
の
窓
口
で
次
の
書
類
を

添
え
て
申
請
手
続
き
を
お
こ
な
い
、

県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

に

よ
り
支
給

さ
れ
ま
す
。

出
　

請
求
者
と
対
象
児
童

の
戸
籍

謄
本
（
外
国
人

の
方

は
登
録
済

証
明
書
）

②
　
請
求
者
と
対
象
児
童

が
含

ま

れ
る
世
帯
全
員

の
住
民
票

の
写

し
（
続
柄
・
本
籍

が
分

か
る
も

の
）

閣
　

そ
の
他
必
要
書
類
　

※
印
鑑

を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

手
当
の
支
払
い
方
法
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
？

手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け

る
と
、
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属

す
る
月

の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、

四
月

、
八
月

、
十
二
月
（
各
月
と

も
十
一
日
）
の
三
回
、
支
払
月

の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

海
釣
り
や
潮
干
狩
な
ど
の
遊
漁

は
、
自
然
に
親
し
む
健
全
な
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
老
若
男
女

を
問
わ
ず
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

で
も
、
一
方
で
は
、
海
は
漁
師

さ
ん
た
ち
の
生
活
の
場
で
も
あ
り

ま
す
。
漁
師
さ
ん
の
立
場
を
尊
重
し
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
る
と
と

も
に
正
し
い
マ
ナ
ー
を
身
に
っ
け

る
こ
と
が
楽
し
い
遊
漁
の
第
一
歩

で
す
。

①
　
磯
の
ア
ワ
ビ
ー
ウ
ニ
ー
コ
ン

ブ
等
の
採
捕
は
、
関
係
法
令
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
で
採
捕
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
養
殖
施
設
・
定
置
網
等
へ
の

遊
漁
船
の
係
留
や
漁
業
の
操
業
を

妨
げ
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
　
遭
難
事
故
防
止
の
た
め
、
夜

釣
り
や
危
険
な
場
所
で
の
釣
り
に

は
、
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、

万
が
一
に
備
え
、
救
命
衣
は
必
ず

着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
　
ゴ
ミ
は
一
人
ひ
と
り
が
持
ち

帰
り
、
海
や
海
岸
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
　
資
源
の
保
護
・
培
養
の
た
め

子
ど
も
の
魚
は
釣
れ
た
ら
、
海
に

戻
し
ま
し
ょ
う
。

前
月
ま
で
の
分
か
指
定
金
融
機
関

へ
の
口
座
振
込
に
よ
り
支
払
わ
れ

ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
　「
電
話
線

建

設

土

木

等

工

事

関

係

者

の
皆

さ

ん
、

誤

っ

て

「
電

話

線

」

を
切

断

す

る
と

…

…

…

。

地

域

の
神

経

と

し

て
使

わ

れ

て

い

る
通

信

が
麻

痺

し

て
し

ま

い
、

社

会

生

活

に
大

き

な
影

響

を
及

ぼ

す

こ

と

と

な

り
、

工

事
施

工

会

社

の
社

会

的

信

用

失

墜

に

つ

な

が

る

と
同

時

に
多

額

の
設

備

復

旧

賠

償

金

も
支

払

う

こ

と

と

な

り

ま

す

。

Ｎ

Ｔ

Ｔ

で

は
、

設

備

事
故

を

防

止

す

る

た

め
、

無
料

で

「
工

事

立

会

」

を
行

っ

て

い

ま

す

。

道

路

の

掘

削
工

事
、

パ
イ

ル

の

打

ち

込

み

及

び

建

柱
工

事

等

を

実

施

す

る

場

合

は

、

必

ず

、
工

事

着
工

前

に

左

記

連

絡

先

に

照

会

し

、

地
下

埋

設

物

（

地

中

電

話

線

等

）

の

有

無

を

確

認

す

る

と

と

も

に

、
「

工

事

立

会
」

を

実

施

の

う

え

施
工

し

て

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

★

連

絡

先

・
住

所
：

青
森

市
南

佃
二
丁
自

１
１

７

（

Ｎ

Ｔ

Ｔ

松

森

ビ
ル

４

Ｆ

）

・
会

社
名
：

エ
ヌ
ー
テ
ィ
ー
テ
ィ
ー

テ

レ

コ

ム

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ
東

北

青

森

支

店

略

称

：

Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
東
北
青
森
支
店

・
電

話

：
0
1
2
0

－
3
4
－

８

７

６
４

（
受
付
専
用
フ
リ

ー
ダ
イ

ヤ

ル
）
　
0
1
7
7
－
4
4－

２
２
２
ｎｚ
】

（
携
帯
電
話
等
か
ら

の
連
絡
先
）

・
Ｆ
Ａ
χ
：
0
1
7
7－
４４
－
2
2
5
0

プ
ロ
野
球
選
手
が
や
っ
て
く
る
！

六
月

八

日

（
土

）
、
玉

松

台

ス
ポ

ー
ツ
ガ

ー
デ
ン
野
球
場
に
、

プ
ロ
野
球

選
手
Ｏ
Ｂ

を
招
き
、

上

磯
地
区
少

年
野
球
教
室

を
開

催
し

ま
す
。

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
三

〇
分
ま
で
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

定予事行月广Ｄ

Ｒ

）

６７３１４１７１０

ぴ

１０９

】

ｌ
ｎ

乙

４
（
‥
乙

７ｎ

／
｀

８ｎ

乙 日

日月火月火金日月火金月火 曜
日
曜
開
館

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

妊
婦
健
診
　
1
3時
3
0分
（
蟹
田
町
中
央
公
民
館
）

日
曜
開
館

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
　
1
3時
（
蓬
田
診
療
所
）

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

行
　
　
　
　
　
　
　
　事

中
央
公
民
館

福
　
祉
　
課

中
央
公
民
館

福
　
祉
　
課

中
央
公
民
館

担
　
当
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楽
し
い
遊
漁
を
！

切
断
事
故
防
止
」
の
お
願
い



戸 籍 の

窓　　口

人 口と総世 帯

（３月31 日現在）

総人 口3,820 人

男　1,826 人

女　1,994 人

世帯数1,047 世帯

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

れ
　
　
　
い

川
　

崎
　

伶
　

生

か
ず
　
　

き

越
　

田
　

和
　

樹

ゆ
う
　
　

き

越
　

田
　

優
　

希

み
　
　
　
ゅ

青
　

木
　

未
　

佑

ひ
ろ
　
　
き

安
　

田
　

大
　

樹

え
　
　
り
　

か

青
　

木
　

瑛

里

華

憲
　
二

恵
　
美

希
　
悦

ゆ
き
子

達
　
也

あ
さ
子

憲
　
秀

真
　
琴

正
　
雄

よ
し
子

博
美
　
雪

長
男

二
男

長
女

二
女

長
男

長
女

け
ん
　
　
　た

古
　

村
　

憲
　

太

か
　
　よ
　
　
こ

山
　

舘
　

加

代

子

あ
さ
　
　

み

若
　

佐
　

麻
　

美

高
　

田
　
　
　

彩

た
か
　
　
ゆ
き

坂
　

本
　

貴
　

之

晴
　
美

由
美
子

聖
　
司

記
代
子

晃
裕
　
子

匸

三
一

綾
　
子

比
　
士

弘
　
子

二
男

長
女

二

女
長
女

長
男

ご
結
婚

お

め
で

と
う

ご
ざ

い

ま
す

久
　
慈
　
充
　
明
（
瀬
辺
地
）

奥
　
瀬
　
静
　
子
（
青
森
市
）

高
　
田
　
　
　

亮
（
郷
沢
）

長
　
内
　

美
　
樹
（
青
森
市
）

川
　
崎
　
晃
　

一
　（
広
瀬
）

中
　
村
　
祐
　
子
（
岐
阜
県
）

遠
　
田
　

】
　
仁
（
瀬
辺
地
）

倉
　
谷
　
里
伊
子
（
阿
弥
陀
川
）

八
　
幡
　
　

晃
（
高
根
）

吉
　

澤
　
ひ
と
み
（
青
森
市
）

お

く

や

み

申

し

上

げ

ま

す

山
　

谷
　

俊
　

雄
（
阿
弥
陀
川
　
8
8
歳
）

坂
　

本
　

玲
　

子
（
中
沢
　
　
　
5
9
歳
）

倉
　

谷
　

タ
　

マ
（
阿
弥
陀
川
　
8
2
歳
）

木
　

村
　

糟
　

蔵
（
蓬
田
　
　
　
9
7
歳
）

藤
　

田
　

セ
　

ツ
（
中
沢
　
　
　
7
5
歳
）

坂
　

本
　

は
　

な
（
中
沢
　
　
　
7
8
歳
）

川
　

崎
　

武
　

敏
（
広
瀬
　
　
　
6
8
歳
）

吉
　

崎
　

か
　

ね
（
蓬
田
　
　
　
8
1
歳
）

武
　

井
　

一
　

郎
（
蓬
田
　
　
　
7
4
歳
）

森
　
　
　

せ
　

つ
（
阿
弥
陀
川
　
6
9
歳
）

坂
　

本
　

リ
　

ワ
（
中
沢
　
　
　
8
4
歳
）

小
野
寺
　

千
代
作
（
高
根
　
　
　
7
6
歳
）

藤
　

田
　

喜
勇
一
　（
中
沢
　
　
　
7
7
歳
）

田
　

中
　

ス
　
ミ
（
蓬
田
　
　
　
6
0
歳
）

木
　

村
　

ア
　
サ
（
瀬
辺
地
　
　
8
4
歳
）
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お
　
知
　
ら
　
せ

四
月
か
ら
広
報
編
集
担
当
課
が
、
総
務
課
か
ら
企
画
課

に
変
わ
り
ま
し
た
。

村
内
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
ま
す
の
で
、
話
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
取
材
に
も
行
き
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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